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  (百万円未満切捨て)
 

1．平成27年3月期第3四半期の連結業績（平成26年4月1日～平成26年12月31日）

(1)連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)
 

  売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 
  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

27年3月期第3四半期 61,181 △5.3 2,431 △34.5 2,814 △30.3 1,891 △26.3
26年3月期第3四半期 64,604 △8.0 3,713 △37.2 4,039 △35.5 2,567 △32.3

 

(注) 包括利益 27年3月期第3四半期 2,284百万円( △21.5％)   26年3月期第3四半期 2,911百万円( △30.3％)
 

  １株当たり四半期純利益 
潜在株式調整後１株当たり 

四半期純利益 
  円 銭 円 銭

27年3月期第3四半期 64.50 ―
26年3月期第3四半期 87.51 ―

 

(2)連結財政状態

  総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産 

  百万円 百万円 ％ 円 銭

27年3月期第3四半期 101,390 72,478 71.5 2,470.75
26年3月期 95,209 71,193 74.8 2,426.92

 

(参考) 自己資本 27年3月期第3四半期 72,478百万円  26年3月期 71,193百万円
 

2．配当の状況

  
年間配当金 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

26年3月期 ― 13.00 ― 14.00 27.00
27年3月期 ― 14.00 ―    

27年3月期(予想)       14.00 28.00
 

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無 
 

3．平成27年3月期の連結業績予想（平成26年4月1日～平成27年3月31日） 
 
  

 

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 74,700 △7.2 600 △76.3 1,100 △63.4 700 △62.2 23.86
 

(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有 
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※ 注記事項

(1)当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動(連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動) ： 無 
 

(2)四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ：無 
 

(3)会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ：有 

② ①以外の会計方針の変更 ：無 

③ 会計上の見積りの変更 ：無 

④ 修正再表示 ：無 
 

(注) 詳細は、添付資料の４ページ「２．サマリー情報(注記事項)に関する事項（３）会計方針の変更・会計上の見
積りの変更・修正再表示」をご覧ください。 

 

(4)発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 27年3月期3Ｑ 29,342,454株 26年3月期 29,342,454株 

② 期末自己株式数 27年3月期3Ｑ 7,740株 26年3月期 7,720株 

③ 期中平均株式数（四半期累計） 27年3月期3Ｑ 29,334,724株 26年3月期3Ｑ 29,334,599株 
 

※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 

この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点に
おいて、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了しておりません。 

 

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 

業績予想につきましては、現時点において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は今後様々な要因に
よって予想数値と異なる場合があります。なお、通期の業績予想につきましては、平成26年5月15日発表の予想数値を変更
しております。業績予想に関する事項につきましては、添付資料の３ページ「（３）連結業績予想などの将来予測情報に
関する説明」をご覧ください。 
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１．当四半期決算に関する定性的情報 

（１）経営成績に関する説明 

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、一部企業で収益改善や設備投資の増加が見られたものの、消

費税率引き上げ以降の消費者マインド低下の影響が継続しており、住宅関連機器業界においても新設住宅着工戸数

が前年を下回って推移するなど、厳しい状況となりました。 

このような状況のもと、当社グループは「第６次中期経営計画」に基づき、「新商品開発力の強化」「アクアエ

ア事業の育成・拡大」「CQM活動（コロナの品質管理活動）による企業体質の強化」に取り組んでまいりました。 

暖房機器では、石油ファンヒーター、寒冷地向け石油暖房機、遠赤外線電気暖房機などで新商品を投入し、機能

性、省エネ性及びデザイン性の高さを積極的にＰＲし拡販に努めたほか、12月の寒波到来にも柔軟な生産体制で対

応しました。 

空調・家電機器では、ルームエアコン、ウインドエアコン、冷房専用エアコン、除湿機などで特色ある商品を揃

えて、積極的な販売活動を行いました。 

住宅設備機器では、高効率石油給湯機「エコフィール」の商品ラインアップを拡充したほか、使用電力が少なく

環境にも配慮した家庭用ヒートポンプ給湯機「エコキュート」やヒートポンプ式温水暖房システムなどの提案営業

を行うなど、引き続き省エネ商品の普及拡大を図りました。 

アクアエア事業については、水を細かく破砕する独自の「ナチュラルクラスター技術」を用いた多機能加湿装置

「ナノフィール」や美容健康機器「ナノリフレ」などのアクアエア商品の販路拡大にも重点的に取り組みました。

また、開発初期段階からのコストリダクション活動やCQM活動を推進し、企業体質の強化を図りました。 

なお、製品の種類別売上高の状況は、以下のとおりとなりました。 
  

＜暖房機器＞ 

暖房機器の売上高は260億12百万円(前年同四半期比5.7％減)となりました。 

12月の寒波到来により石油ファンヒーターと遠赤外線電気暖房機の売上が好調だった一方で、ポータブル石油ス

トーブは前年同四半期を下回りました。寒冷地向けの大型暖房機も消費税率引き上げ前の駆け込み需要の反動減な

どから伸び悩み、暖房機器全体では前年同四半期を下回りました。 
  

＜空調・家電機器＞ 

空調・家電機器の売上高は108億73百万円(前年同四半期比9.4％増)となりました。 

ルームエアコンが好調に推移し、空調・家電機器全体では前年同四半期を上回りました。 
  

＜住宅設備機器＞ 

住宅設備機器の売上高は202億77百万円(前年同四半期比10.0％減)となりました。 

ヒートポンプ式温水暖房システム「コロナエコ暖」シリーズ、地中熱ヒートポンプ式システム「ＧｅｏＳＩＳ

（ジオシス）」シリーズ、高効率石油給湯機「エコフィール」シリーズが好調に推移したものの、新設住宅着工の

低迷が影響して主力商品のエコキュートが前年同四半期を下回り、住宅設備機器全体でも前年同四半期を下回りま

した。 
  

以上の結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は611億81百万円(前年同四半期比5.3％減)となりました。ま

た、利益面については、徹底したコストリダクションと業務の効率化を推進しましたが、営業利益は24億31百万円

(前年同四半期比34.5％減)、経常利益は28億14百万円(前年同四半期比30.3％減)、四半期純利益は18億91百万円

(前年同四半期比26.3％減)となりました。 

  

『当社グループの四半期業績の特性について』 

当社グループの取扱商品は、通年商品の住宅設備機器のほか、夏物商品のルームエアコンを中心とした空調・家

電機器と冬物商品の暖房機器を取り扱っているため、業績に季節的変動があり、売上高は第３四半期連結会計期間

に集中し、第１・第４四半期連結会計期間は少なくなる傾向にあります。 
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（２）財政状態に関する説明 
  

資産、負債及び純資産の状況 
  

(流動資産) 

当第３四半期連結会計期間の流動資産の残高は、前連結会計年度と比べ61億2百万円増加し、644億57百万円とな

りました。これは現金及び預金が27億69百万円、商品及び製品が36億6百万円それぞれ減少した一方、受取手形及

び売掛金が106億93百万円、有価証券が4億1百万円、仕掛品が7億36百万円、流動資産のその他が6億7百万円それぞ

れ増加したことが主な要因であります。 

現金及び預金につきましては、主に売上債権の増加に伴う減少によるものであります。商品及び製品につきまし

ては、主に暖房機器及び空調・家電機器の在庫減少によるものであります。受取手形及び売掛金につきましては、

当社グループの売上高の季節的変動に起因し、第３四半期連結会計期間末が最も増加する傾向にあります。有価証

券につきましては、主に債券の償還期限が１年未満になったことによる投資その他の資産の投資有価証券勘定から

の振替によるものであります。仕掛品につきましては、主に未完成工事物件及び暖房機器の生産に伴う増加による

ものであります。 
  

(固定資産) 

当第３四半期連結会計期間の固定資産の残高は、前連結会計年度と比べ79百万円増加し、369億33百万円となり

ました。これは有形固定資産が1億66百万円、無形固定資産が3億83百万円それぞれ減少した一方、投資有価証券が

5億4百万円、投資その他の資産のその他が1億24百万円それぞれ増加したことが主な要因であります。 

有形固定資産につきましては、主に売却及び通常の償却によるものであります。無形固定資産につきましては、

主に通常の償却によるものであります。投資有価証券につきましては、主に債券の償還期限が１年未満になったこ

とによる流動資産の有価証券勘定への振替により減少した一方、債券の投資信託等の購入及び時価の上昇に伴う増

加であります。 
  

(流動負債) 

当第３四半期連結会計期間の流動負債の残高は、前連結会計年度と比べ46億38百万円増加し、252億99百万円と

なりました。これは支払手形及び買掛金が8億33百万円、未払法人税等が5億円、流動負債のその他が33億71百万円

それぞれ増加したことが主な要因であります。 

支払手形及び買掛金につきましては、主に暖房機器を中心とした生産量の増加に伴うものであります。未払法人

税等につきましては、当社グループの売上高の季節的変動に起因し、第３四半期連結会計期間末における課税所得

が増加する傾向にあるためであります。 
  

(固定負債) 

当第３四半期連結会計期間の固定負債の残高は、前連結会計年度と比べ2億58百万円増加し、36億12百万円とな

りました。 
  

(純資産) 

当第３四半期連結会計期間の純資産の残高は、前連結会計年度と比べ12億85百万円増加し、724億78百万円とな

りました。株主資本においては、利益剰余金が第３四半期連結累計期間の四半期純利益により18億91百万円、土地

再評価差額金の取崩により9百万円それぞれ増加した一方、配当金の支払いにより8億21百万円減少し、また、退職

給付会計基準等の適用により期首利益剰余金が1億77百万円減少しております。その他の包括利益累計額において

は、前連結会計年度に比べその他有価証券評価差額金が3億97百万円増加した一方、土地再評価差額金が9百万円、

退職給付に係る調整累計額が5百万円それぞれ減少したことによるものであります。 

  

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

第３四半期連結累計期間の業績を勘案し、平成26年５月15日に公表いたしました平成27年３月期通期の連結業績

予想を本資料において修正いたしました。なお、当該予想数値に関する事項は、本日(平成27年２月３日)公表の

「連結業績予想の修正に関するお知らせ」をご参照ください。 
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２．サマリー情報(注記事項)に関する事項 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

該当事項はありません。 

  

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

該当事項はありません。 

  

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(会計方針の変更) 

「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号 平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」とい

う。）及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号 平成24年５月17日。以下

「退職給付適用指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げられた

定めについて第１四半期連結会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、退職給付見込

額の期間帰属方法を期間定額基準から給付算定式基準へ変更、割引率の決定方法を割引率決定の基礎となる債券の

期間について従業員の平均残存勤務期間に近似した年数を基礎に決定する方法から退職給付の支払見込期間及び支

払見込期間ごとの金額を反映した単一の加重平均割引率を使用する方法へ変更いたしました。 

退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従って、当第３四半

期連結累計期間の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の変更に伴う影響額を利益剰余金に加減し

ております。 

この結果、当第３四半期連結累計期間の期首の退職給付に係る資産が274百万円減少し、利益剰余金が177百万円

減少しております。また、当第３四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益はそれ

ぞれ22百万円増加しております。 
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３．四半期連結財務諸表 

（１）四半期連結貸借対照表 

  

 

                      (単位：百万円) 

                    
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成26年12月31日) 

資産の部     

  流動資産     

    現金及び預金 20,636 17,866 

    受取手形及び売掛金 21,004 31,697 

    有価証券 1,103 1,504 

    商品及び製品 12,298 8,692 

    仕掛品 460 1,196 

    原材料及び貯蔵品 460 470 

    その他 2,511 3,119 

    貸倒引当金 △120 △91 

    流動資産合計 58,354 64,457 

  固定資産     

    有形固定資産     

      建物及び構築物（純額） 7,215 7,034 

      土地 10,254 10,158 

      その他（純額） 1,742 1,853 

      有形固定資産合計 19,213 19,046 

    無形固定資産 968 584 

    投資その他の資産     

      投資有価証券 12,560 13,065 

      その他 4,144 4,269 

      貸倒引当金 △31 △31 

      投資その他の資産合計 16,672 17,302 

    固定資産合計 36,854 36,933 

  資産合計 95,209 101,390 

負債の部     

  流動負債     

    支払手形及び買掛金 14,509 15,343 

    未払法人税等 666 1,166 

    製品保証引当金 407 383 

    製品点検費用引当金 227 183 

    その他 4,850 8,222 

    流動負債合計 20,661 25,299 

  固定負債     

    役員退職慰労引当金 438 477 

    退職給付に係る負債 238 206 

    その他 2,677 2,929 

    固定負債合計 3,354 3,612 

  負債合計 24,015 28,912 
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                      (単位：百万円) 

                    
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成26年12月31日) 

純資産の部     

  株主資本     

    資本金 7,449 7,449 

    資本剰余金 6,686 6,686 

    利益剰余金 56,098 57,001 

    自己株式 △8 △8 

    株主資本合計 70,226 71,129 

  その他の包括利益累計額     

    その他有価証券評価差額金 224 622 

    土地再評価差額金 628 618 

    退職給付に係る調整累計額 113 108 

    その他の包括利益累計額合計 966 1,348 

  純資産合計 71,193 72,478 

負債純資産合計 95,209 101,390 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 

(四半期連結損益計算書) 

(第３四半期連結累計期間) 

  

 

                      (単位：百万円) 

                    前第３四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成25年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年12月31日) 

売上高 64,604 61,181 

売上原価 46,865 45,299 

売上総利益 17,738 15,882 

販売費及び一般管理費 14,024 13,451 

営業利益 3,713 2,431 

営業外収益     

  受取利息 144 174 

  受取配当金 57 112 

  その他 135 106 

  営業外収益合計 338 393 

営業外費用     

  支払利息 2 3 

  売上割引 5 5 

  その他 4 1 

  営業外費用合計 12 10 

経常利益 4,039 2,814 

特別利益     

  固定資産売却益 2 19 

  投資有価証券売却益 15 13 

  関係会社株式売却益 ― 46 

  特別利益合計 17 80 

特別損失     

  固定資産売却損 ― 28 

  固定資産除却損 6 3 

  投資有価証券評価損 2 ― 

  その他 0 0 

  特別損失合計 9 32 

税金等調整前四半期純利益 4,047 2,862 

法人税、住民税及び事業税 2,115 1,600 

法人税等調整額 △630 △630 

法人税等合計 1,485 970 

少数株主損益調整前四半期純利益 2,562 1,891 

少数株主損失（△） △4 ― 

四半期純利益 2,567 1,891 
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(四半期連結包括利益計算書) 

(第３四半期連結累計期間) 

  

 

                      (単位：百万円) 

                    前第３四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成25年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年12月31日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 2,562 1,891 

その他の包括利益     

  その他有価証券評価差額金 349 397 

  退職給付に係る調整額 ― △5 

  その他の包括利益合計 349 392 

四半期包括利益 2,911 2,284 

（内訳）     

  親会社株主に係る四半期包括利益 2,916 2,284 

  少数株主に係る四半期包括利益 △4 ― 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項 

（継続企業の前提に関する注記） 

該当事項はありません。 

  

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） 

該当事項はありません。 

  

（セグメント情報等） 

セグメント情報 

当社グループの事業は、住宅関連機器の製造・販売並びにこれらの付随業務の単一セグメントであるため、記

載を省略しております。 
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